
宮城県加美農業高等学校作物専攻班 JGAP 認証取得までの取り組み 
 
１ メンバー  農業科【３年】虎岩光誠 吉田祐里 【２年】相澤慎吾 及川空楽 大森南美 渋谷碧天 渡根麗苑  
２ 目 的  ○JGAP 認証に関する知識理解を深める。  

○JGAP 認証を取得する。 
○生徒が主体的に JGAP 認証取得に向けた取り組みを実践する。  

３ 事業内容  
 

 

 

 

 
実施項目 

(実施時期) 

 

ねらい・目標 
 

実 施 状 況 

 

 

成   果 
 

変 化・感 想 

 

  

 

 

 

 

 

 

前
期
中
間 

 

 

 

 

 

・GAPとは？ 

（4月） 

 

 

 

・GAP認証の

種類を知る

。（4月） 

 

 

 

・JGAP取得 

メンバー編

成（4月） 

 

 

 

・JGAP認証取

得に必要な

資料の収集

と作成 

（5月～6月） 

 

・関連施設の

現場検証 

（６月） 

 

 

 

 

 

・ GAPについて基

礎 知 識 と 取 得

に 関 す る メ リ

ットを知る。 

 

・ GAP認証には大

き く ３ つ の 種

類 に 分 か れ て

い る こ と を 知

る。 

 

・JGAP取得に向け

て 生 徒 の 役 割

を決める。 

 

 

 

・審査時に必要な

書類の種類，作成

方法を学ぶ。 

【GAPについて基礎学習】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GAP（Good Agricultural 

 Practice安全な農業の実践）

について理解を深めることから

取り組みがスタートしました。 

 実際にGAPに関する学習を取

り入れていくことで，作業の見

える化・作業現場の見える化に

繋がりその先に安心安全な作業

工程が確立されていくことを学

びました。 

  

GAPに関する基礎知識を深め

ていく中で，自分自身が学ぶ環

境をより良いものにしていきた

いという思いが高まっていきま

した。 

  

JGAP認証取得にあたり，３年

生を中心に書類準備・環境整備

と大きく２つのグループに分か

れ準備を進めていくことになり

ました。 

 生徒自身から消費者に安心安全

な農作物を提供していきたいとい

う意見が出されGAP認証取得を目

指しスタートしました。 

  

当初は，GAPに関する知識を理解

するところからのスタートでした

。手探りの状態ではありましたが

，自分たちの手で作業手順を作り

上げることや，実際に作業を行う

現場の課題を見つけ出す作業に意

欲的に取り組んでいる様子でした

。 

何よりも生徒一人一人がGAP認

証を取得し，安心安全な農業を行

うという目標を持って取り組んで

いる姿が印象的でした。 

前
期
期
末 

 

 

 

 

 

 

 

 

・現場検証 

(7月～8月) 

・リスクの洗

い出し  

 

・必要書類作

成 

(7月～8月) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・GAP認証取得に

向けて知識を学

ぶ。 

 

 

・GAP現地研修会

に向けた準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 リーダーを中心に，作業に

関わる作業舎・収納舎のリス

ク（事故や怪我）につながる

場所を洗い出す作業を行いま

した。生徒同士で意見を交換

し合い，改善箇所や修繕方法

を出し合うことで意欲的に取

り組んでいる姿が見られまし

た。 

また，県内の宮城県農業高校

で行われたGAP研修会に参加し

たことで，管理点や改善のポ

イント学ぶことができたので

より一層意欲が高まった時間

となりました。 

認証に必要な書類作成と作業現場

の改善・修繕作業を行うグループ

の２つに分かれ授業を行いました

。生徒一人ひとりが事故・怪我の

起きない環境を作るために意見交

換を行い，より良い環境づくりを

行ってきました。 

 

GAP認証を取得することがきっか

けとなり，普段は見落としがちで

あった作業工程や小道具の管理と

いった点にも細かなチェックを行

い振り返りながら自身が行う作業

を理解する時間となりました。 

 



後
期
中
間 

 

 

 

 

 

 

 

 

・現場と作成

資料の確認 

(8月～9月) 

 

・JGAP認証取

得研修会 

（9月） 

 

 

・JGAP認証 

維持査会 

（9月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・維持審査を想定

した資料準備，対

応力を身につける

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前学習や研修会への参加を

通して，自分たちの手でJGAP認

証取得（目的）が可能であるこ

とを再認識し，さらに学習意欲

が高まったと思います。また，

作業工程を見直す時間にもなり

，作業の理解度を深める学習効

果も得られました。教員側から

言われたことだけをやるのでは

なく，自ら課題を見つけ改善し

発展させていく流れがGAP学習

にはあると思います。 

  

GAP上級指導員による現場研修

や模擬審査会を経験したことで

，自分たちの取り組みへの「責

任」と「自覚」が芽生え，プラ

イドを持ちながら本審査への準

備をすすめてくれました。 

 

審査１２０項目に適合するため

の書類づくりや環境整備を生徒自

身が主体的に行ったことで，それ

ぞれが理解を深め実践に生かせる

力を身に着けることができました

。 

模擬審査では，数多くの改善点

や質問をいただいたことで，生徒

たちも見落としていた個所やさら

により良い環境を作るアイディア

を生むきっかけにもなっていたよ

うです。 

 

 

後
期
期
末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・JGAP認証 

維持審査会 

（9月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・JGAP認証取得 

・JGAP認証維持 

 

 

 

【JGAP維持審査会】  

 

 

 

             

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体的取り組みの中には，目

的と目標が明確になっており，

生徒自身のやる気と行動力が農

業教育をさらに盛り上げてくれ

ることと思います。宮城県内初

のJGAP認証農場となった本校か

らGAPコンサルティングや農業の

グローバル化をすすめる架け橋

となっていくことを期待してい

ます。 

 

JGAP認証を取得できたことで

生徒一人ひとりの自覚と責任感

が深まったとともに，宮城県の

農業をさらに盛り上げていくき

っかけになればと考えています

。 

 

 


